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   Influence of Soil Hardness on Seeding Growth and Yield of Direct Sowing in 
Flooded Paddy Field 
                                                       Haruki Kimijima 
   Summary 
     The effect of soil hardness on seedling emergence and establishment to 
establish the cultivation technique of stable rice seedlings was investigated in 
paddy field and pots by direct sowing for labor saving and low cost instead of 
standard transplanting culture. I  compared direct sowing adaptability of 
Koshihikari and W42, too.  When seeded immediately after drainage of water， 
when soil was soft, the early growth was well, and number of establishment 
was improved and floating seedlings were decreased compared to seeding 4 days 
after dranage.  Also, W42 indicated tendency of higher demand of oxygen in 
emergence and less lodging that Koshihikari. Seedling emergence was improved 
in the seeding of a little late, and the early growth was also promoted. These 
results might contribute to reduced instability of seedling establishment in 







































































日は２回に分け，早播き区の 5月 20日と遅播き区の 6月 3日とし，１mに 100粒を条間 25cm
に手播きで１列条播して３反復行った．5月 20日播種の早播区は 5月 16日に圃場準備及び代掻
きを行い，播種日の 4日前，2日前，1日前，播種直前に落水した．6月 3日播種の遅播き区も 5
月 31 日に圃場準備及び代掻きを行い同様に落水し，催芽籾のみを播種した．水管理は播種後湛
水とし，その後水深を 3～5cmに保った．また，苗立ち後に間引いて 1列の個体数を 20本前後
に補正した．試験圃場にネットをかけ，鳥害対策も施した．調査項目は出芽，苗立ち調査として
播種後 1 週目～3 週目までの苗立ち数，転び苗数，浮き苗数を数えた．転び苗は達観で 45 度以
上倒れている個体とし，浮き苗は水面に浮いてしまっている個体とした．また，播種直前に各試












２． 土壌条件，環境条件が出芽・苗立ちに及ぼす影響 （ポット試験） 
 まず，同校内のビニルハウスにて土壌条件の違いによる出芽・苗立ちを調査した．水田土壌，
畑土壌を無施肥でそれぞれ直径 27cm 程度の樹脂製の容器に入れ試験区を設定し，コシヒカリ，





校内の環境調節棟にて行った．市販の紙皿（直径 12cm程）に催芽処理した両品種 20 粒ずつを
それぞれ 32/27℃，27/22℃，22/17℃区の３区に 7 月 21 日に散播で播種した．５反復行った．
続いて，これらをかけ合わせた試験をコシヒカリ，W42，トヨハタモチ，ハタキヌモチの４品種
を供試して行った．上述したポットに催芽処理した４品種 20粒ずつを 32/27℃，27/22℃，22/17℃
区にそれぞれ０cm，１cm，２cmの深度に 9月 5日に条播で播種した．３反復行った． 
各試験とも播種前日に手で代掻きし，一日落水後に播種した．条播のものは１品種２条播きと


































































 落水直後 落水１日後 落水２日後 落水４日後 
5 月 20 日播種区 -0.5 2.4 3.4 3.7 
6 月 3 日播種区 -0.6 3.6 3.8 4 
10 月 15 日播種区 -0.9 1.7 3 3.7 




































          第 2 図   早播き区の苗立ち数 
   
 





























































































































第２表 分散分析 :  秋播き区     
       
概要       
グループ 標本数 合計 苗立ち数平均 分散   
コシヒカリ 落水4 日後 3 86 28.67 4.33   
落水 2 日後 3 107 35.67 230.33   
落水 1 日後 3 118 39.33 358.33   
落水当日 3 126 42.00 163   
W42  落水 4 日後 3 59 19.67 8.33   
落水 2 日後 3 97 32.33 625.33   
落水 1 日後 3 133 44.33 9.33   
落水当日 3 124 41.33 49.33   
 
 
分散分析表      
変動要因 変動 自由度 分散 観測された分散比 P-値 F 境界値 
グループ間 1429.167 7 204.167 1.128 0.394 2.657 
グループ内 2896.667 16 181.042    
       
合計 4325.833 23     
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第３表   収量および収量構成要素 
 
                  
稈長 穂長 精玄米重 穂数 １穂籾数 千粒重 倒伏程度 
品種 落水後日数 
  (cm)   (cm) (g/㎡)  (本/㎡)   (粒)   (g)  (0-6) 
４日後 84.1 19.5 412 258 119 19.9 3.17 
２日後 83.9 19.3 481 305 119.9 21.1 3.83 
１日後 84.3 19.2 399 258 121.4 20.8 3.5 
コシヒカリ 
直後 85.7 18.8 409 261 115.6 19.8 3.33 
４日後 77.9 21.4 453 242 120.3 20.9 1 
２日後 81.8 21.4 491 308 159 20.9 1 
１日後 80 20.8 498 324 135.8 20.9 1.5 
W42 
直後 78.1 20.9 536 356 132.1 20.9 1.83 
  
平均値 
                
出穂日 稈長 穂長 精玄米重 穂数 １穂籾数 千粒重 倒伏程度 
品種 
(月.日)   (cm)   (cm) (g/㎡)   (本/㎡) (粒)    (g)  (0-6) 
コシヒカリ 8.22 84.5 19.2 425.3 271 119 20.4 3.46 
W42 9.4 79.5 21.1 494.5 308 137 20.9 1.33 
 21
２． 土壌条件，環境条件が出芽・苗立ちに及ぼす影響 






が第８図から第 10 図である．第 8 図は播種深度の違いによる苗立ち数の比較である．０cm 区，つ
まり表面播きでは両品種とも 90％と非常に良い苗立ちであった．しかし，１cm 区となるとコシヒ
カリはさほど変わらなかったものの，W42 では 60％にまで減少した．２cm 区でも苗立ちは減少に









































































































































コシヒカリ W42 ﾊﾀｷﾇﾓﾁ ﾄﾖﾊﾀﾓﾁ  
 













が，総括して－1cm から 1cm 程度の種子が埋没するような比較的軟らかめの土壌が良好であ
った．しかし，これには品種間差があり，コシヒカリでは代掻き後落水直後（－1cm程度）に
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